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茗渓塾塾長 長谷誠基 

 日に日に気温も上昇し、鬱陶しい季節になってきました。学校では運動

会や修学旅行など感染対策をしながらほとんどの行事ができるようになっ

てきました。そんな中、学習指導要領の改訂が２０２０年から進み、今年

高校が改訂されました。２０２０年の小学校の改訂では小５・６で行われて

いた外国語活動が小３・４に移り、小５・６では英語（外国語）が教科化さ

れました。単語数や書く頻度も増え、通知表に評定も付くようになりました。

２０２１年には中学が改訂され、英語では単語数が４００～６００語ほど増

加し、文法事項も高校で学習していた仮定法などが中学で学習するよう

になりました。入試でもさっそく改訂された単元が出題された県もありました。 

 そして２０２２年今年の高校１年生が改訂され、教科の再編や新しい教

科も始まりました。数学は数Ｃが復活しベクトルが移動され、理科は物理・

化学・生物・地学の基礎が１つにまとまり理科基礎になります。社会は日

本史Ａと世界史Ａが歴史総合になり、日本史Ｂが日本史探求、世界史

Ｂが世界史探求に、地理Ｂが地理総合、現代社会が公共という科目に 

なりました。また、英語コミュニケーションは論理・表現に変わり、新たに情

報Ⅰが加わりました。これにより２０２５年に実施される共通テストは７教科

２１科目から選択することになります。現高２の生徒は現役で進学しない

場合、新課程での共通テストに臨まざるを得ないことになります。もちろん

救済の措置はとられますが、できるだけ現役で進学しようという意識が働く

ものと思われます。 

 また、２０２５年には他にも変化がありそうで、今でも早稲田大学などで

は「一般選抜→従来の入試・英語４技能利用入試・共通テスト利用入

試，自己推薦、ＡＯ方式等による入試、ＦＡＣT 選抜、新思考入試、英

語による学位取得プログラムへの入学試験等」のような様々な入試形態

がありますが、今後発表される国立大学などでも入試形態が多様化する

ことが考えられます。大勢として今後は推薦等の入試の募集定員が増え

る傾向があり（現在でも入学者の約５０％が推薦等での入学）内申の重

要性も増しそうです。英語の民間試験の活用も多くなってきますので、現

在高１以下の学年の皆さんは、日々の学習を大事にしながら、英語の４

技能の力を伸ばすことを意識して進めましょう。来年から都立高校入試で

もスピーキングテストが始まります。これ以外にも変更点が出てくるでしょう

が、塾生の皆さんは今行っているオンライン英会話などを積極的に活用し

ましょう。 

普段からの学習がこれまで以上に重要になってきます。早期に学習を習慣

化し変革の時代を乗り越えていきましょう。 


